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ご
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い
さ
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桑
名
市
文
化
協
会

今
年
度
の
総
会
で
再
選
さ
れ
る
結
果

に
な
り

ま
し
た
。

非
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

実
は
、
今
年
度
は
私
自
身
が
高
齢
で

あ
る
こ
と
と
他
の
団
体
の
重
大
な
用
務

が
重
な
り
、
十
分
な
活
動
が
で
き
な
い

心
配
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
選
考
委
員

会
に
は
会
長
を
辞
退
し
た
い
旨
を

申
し

出
し
て
お
り

ま

し
た
が

、

副
会
長
さ
ん

を
増
員
す
る
な
ど
暖
か
い
ご
配
慮
を
い

た
だ
け
る
こ
と
で
、
当
面
す
る
苦
し
い

時
期
を
乗
り
き
る
覚
倍
を
し
た
次
第
で

す
。

会
長

水
クミ
ロ
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昨
年
度
末
に
は
新
春
六
華
苑
祭
が
大

雪
に
見
舞
わ
れ
、
ふ
れ
あ
い
交
流
会
の

直
前
に
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
る
な
ど

不
運
が
続
き
、
私
た
ち
の
行
事
も
縮
小

せ
ざ
る
を
得
ず
残
念
で
し
た
。

震
災
に

つ
い
て
は
本
会
と
し
て
も
総
会
時
に
義

指
金
を
募
集
し
拠
出
い
た
し
ま
し
た
が
、

会
員
の
中
に
は
直
後
か
ら
、
お
見
舞
や

復
興
支
援
を
目
的
に
し
た
事
業
に
取
り

組
ん

で
い
た
だ
い
た
団
体
や
、
他
の

募

金
に
も
協
力
し
て
い
た

、

だ
い
た
方
も
多

く
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

文
化
活
動
全
般
に
つ
い
て
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
が
、
活
動
を
し
て
く
だ

さ
る

方
々
の
年
齢
が
高
く
な
り

、

若
い

人
た
ち
の
参

加
が
少
な
く
な
っ
て
い
く

傾
向
が
あ
り
、
こ

の
ま
ま

で
は
先
細
り

の
傾
向
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

桑
名

市
文
化
協
会
で
も
子
ど
も
文
化
部
門
が

開
店
休
業
の
状
態
に
な
っ
て
す
で
に
何

年
に
も
な
り
ま

す
。

家
族
で
も
職
場
で

も
、

ま

た
私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
社
会

で
も
そ
う
で
す
が
、
あ
と
継
ぎ
、
後
継

者
を
育
て
て
い
く
こ
と
は
、
自
分
の
身

を
守
る
よ
り
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

文
化
活
動
の
種
類
を
問
わ
ず
、
新
し
い

世
代
の
人
た
ち
を
ど
ん
ど
ん
仲
間
に
入

れ
て
い
き
た
い
も
の
で
す

。

こ
れ
か
ら
は
、
私
た
ち
の
文
化
活
動

を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
が
大
勢
お

ら
れ
る
こ
と
を
自
覚
し

、

大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

こ

れ
ま

で
の

賛
助
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
や
、
個
々

の
団
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
協
賛
広
告
等

を
出
し
て
下
さ
る
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力

に
感
謝
し
、
引
き
続
き
応
援
を
お
願
い

す
る
と
同
時
に
、
文
化
芸
術
を
鑑
賞
す

る
人
々
に
も
応
援
を
お
願
い
し
、
で
き

れ
ば
仲
間
に
な
っ

て
い
た
だ
く
事
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

。

映
画
で

も
演
劇
で
も
音
楽
で
も
、
ま
た
美
術
で

も
様
々
な
趣
味
活
動
で
も
、
眼
の
き
く

観
衆
、
耳
の
豊
か
な
聴
衆
に
よ

り

、
広

く
深
い
視
野
で
ご
批
評
を
い
た
だ
く
こ

と
に
よ

っ

て
、
活
動
す
る
人
に
は
励
ま

し
と
な
り
、
文
化
活
動
全
般
の
質
が
向

上
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま

す
。

今
年
度

、

新
し
く
選
ば
れ
た
副
会
長

さ
ん

、

理
事
さ
ん

、

監
事
さ
ん
と
も
ど

も
二
年
間

の
任
期
を
つ
と
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
が

、

積
極
的
な
ご
意
見
を

寄
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に

、
幅
広
い

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

此
度
茶
華
香
道
部
門
か
ら
出
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
五
月
の
総
会
で
承
認
さ
れ

副
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り

ま

し
た
。

桑
名
市
で
教
員
を
退
職
し
、
裏
千
家

学
園
茶
道
専
門
学
校
研
究
科
を
修
了
し
、

以
来
、
十
六
年
間
桑
名
市
文
化
協
会
裏

千
家
の
正
委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

現
在
、
裏
千
家
正
教
授
と
し

て
、
自
宅
で
茶
道
に
励
ん
で
い
ま
す
。

副
会
長
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
荒
木
副

会
長
と
共
に
、
六
華
苑
祭
を
担
当
し
ま
す
。

今
年
は
、
東
日

本
の
多
重
災
害
で
、

心
暗
く

な
る
こ
と
も
多
く
、
日
本
人
の

幸
福
感
が
変
わ
っ
た
と
ま
で
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
心
を
豊
か
に
す
る

「
ゆ
と
り
」
を
大
切
に
し
て
生
き
る
こ

と
が
、
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま

す
。

水
谷
会
長

、

先
輩
の
副
会
長
と
共
に

伝
統
あ
る
城
下
町
桑
名
市
の
文

化
の
発

展
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

。

市
民
の

皆
様

、

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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ぷ訟にゆ伊柊辛子付
-協賛事業

2011 /10/9(回
14時~
(開場: 13時30分)

2011 /1 2/1 7(士)
14時~
(開場: 13時30分)

シャンテ・クレール
「桑名第九記念合唱団j

第23固定期演奏会
桑名市民会館大ホール

桑名マンドリン倶楽部
第11 回演奏会
大山田コミュニティプラザ ホール

( 2 ) 

10/15(土)・ 16(日)
15日将棋大会10時30分~19時

光映会染色展10時~17時
(受付はいすれも9時30分~)

16日囲碁大会10時30分~19時
光映会染色展10時~17時

(受付はいすれも9時30分~)

10/15(土)・ 16(日)
15日 ファッションショー

1 4時~15郎防(開場 13時30分)
16日作品毘示9時~16時

10/22(土)・ 23(日)
22日 9時~17時
23日 9時~15時

10/29(士)・ 30(日)
29日 9時~17時
30日 9時~15時

10/30(日)
9時30分~12時30分

11/2附・ 3休・捌
2日 13時~16時
3日 10時~16時

11/3休・初
10時~15時30分

11/3休・柵
10時~15時30分

11/6(日)
9時四分~17時
(開場9時)

11/6(日)
13時~ 1 7時

(開場 12時30分)

11 パ 7休)~20(回
17日 12時~17時
18 ・ 19日 9時~17時
20日 9時~16時

11 119(士)・ 20(日)
10時~16時

11/26はト 27(日)
26日 13時~16時

(開場: 12時)
27日 10時~16時

(開場 9時30分)

12/10(土)・ 1 l(日)
13時~17時30分

(開場 : 12時30分)

12/1 l(日)
14時~(開場: 13時30分)

( 2昨3月発行

趣昧教養祭
市民囲碁・将棋大会
光映会染色展

くわなメディアライヴ多目的ホール

趣昧教養祭
くわコレ ' 11 (ファッションショーと展示)

桑名市民会館小ホール
桑名市民会館展示室

趣昧教養祭
桑名愛石会第32回水石展
くわなメディアライヴ多目的ホール

趣昧教養祭
彫型画、パッチワーク、きもの・礼法
桑名市民会館展示室

小倉百人一首初心者b'るた取り大会
六華苑 の間

華道
桑名市民会館
1 階展示室、 3階大会議室

茶道
六筆苑ーの間:遠州流
桑名市民会館 和室・表千家流

香道
六華苑二の問、離れ屋、高須御殿

桑名市民芸術文化祭第羽田記念大会
吟剣詩舞道の祭典
桑名市民会館大ホール

音楽のフルコース
様々なジャンルの音楽
桑名市民会館小ホール

美術部門展
絵画、書道、写真、工芸、彫刻、陶芸など
くわなメディアライヴ多目的ホール

社会文化部門展
「桑名の文化まるごと体験と国際文化交流展」
桑名の千羽鶴、石取祭、国際文化交流紹介

桑名市民会館展示室

芸能の祭典
舞踊、等曲、民謡、大正琴、雅楽、
現代三味線、尺八、一絃琴、
轍子、相撲甚句
桑名市民会館大ホール

J\ートフル DANCE 2011 
モダンノくレエ、フラ、

クラシックバレエ、ジャズダPンス

桑名市民会館大ホール

演劇部門「リンスJ
大山田コミュニティプラザ ホール

文協文芸
告公民館・センターに設置



総
↑
小
市
民
営
冨
術
文
化
祭
へ
の
お
誘

ω

美
術
部
門
展
へ
の
お
誘
い

美
術
部
門
(個
人
会
員
)

松
井

今
年
の
桑
名
市
民
芸
術
文
化
祭
「
美
術
部
門

展
』
は
日
月
口
日

l

m
日
く
わ
な
メ
デ
ィ
ア

ラ
イ
ヴ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

い
つ
も
盛
会
で
展
示
作
品
に
制
約
が
加
え
ら

れ
る
程
で
す
。

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
、
日
本
画
・
水
墨
画
・

洋
画
・
水
彩
画
・
孔
版
画
・
書
道
・
写
真
・
陶

芸
・

ち
ぎ
り
絵
・
彫
型
画
・
染
織
・
紐
絵
・
彫

刻
で
す
。

桑
名
市
で
活
躍
す
る
団
体
、
個
人
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
の
一
年
間
の
集
大
成
の
展
示
会
で
す

。

美
術
の
ジ
ャ
ン
ル
は
広
い
で
す
が
、
そ
れ
だ
け

見
応
え
の
あ
る
催
し
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う

。

こ

の
桑
名
で
、
伝
統
美
術
を
守
っ
て
い
る
人
、

新
し
い
技
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
人
、
そ
し
て

個
性
を
発
揮
さ
せ
て
活
躍
す
る
作
者
の
作
風
に

触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い

。

私
も
、
昔
か
ら
あ
る
謄
写
版
技
法
で
創
る
紙

版
画
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

、ð〆
、。ダ

話
は
変
わ

っ

て
ご
報
告
を

一
言
。

過
日
6

月
却
日
か
ら
ス
ペ
イ
ン
・
カ
ダ
ケ
ス

で
桑
名
伝
統
文
化
展
が
開
催
さ
れ
(
桑
名
文
協

後
援
)
浅
井
清
貴
先
生

一
行
、
作
品
・
観
光
参

加
者
団
名
が
集
ま
り
行
っ
て
き
ま
し
た
。

作
品

は
お
よ
そ
印
点
の
展
示
で
し
た
。

き
っ
か
け
は
桑
名
市
島
田
出
身
の
造
形
作
家

紀
平
晃
子
さ
ん
が
営
む
画
廊
を
中
心
に
し
て
、

故
郷
桑
名
の
文
化
を
発
信
す
る
も
の
で
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
、
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
公
演
、
折
鶴
な
ど
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
音
楽
会
、
写
真
家
・
画
家
た
ち
の

ア
ト
リ
エ
訪
問
等
、

言
葉
に
言
い
尽
く
せ
な
い
感

激
と
、
成
果
を
残
し
た
ツ
ア
l

で
し
た
。

勝

M

V

I
A
-
L
u
d

ハ
ー
判

習
い
ご
と

芸
能
I

部
門
(現
代
三
昧
線
研
究
会)

渡
遺
法
子

の 三 であ弾の又古まれかをすい早がん
糸味みれけな入しす考な演がつい近で猛
で線 ま こるい会て 。 えと奏今も主づホ暑
す巴しれも人しい永てあし度の良い ツ が
か二れ選の皆てる年おれよは事王てと続
ら本んをで間人稽りこう何で 九 参 一 く

り息毎
ます日
しるで
た間す
。 も 。

月な春
日くの
の芸邦
た能楽
つの祭
の祭が
は典す

• 

む
つ
か
し
い
で
し
ょ
う
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す

。

日
舞
、
太
鼓
、
大
正
琴
、
ど
の
部
門
で
も
お
稽

古
を
つ
ん
で
は
じ
め
て
出
来
る
も
の
な
の
で
す

。

ふ
り
か
え

っ

て
見
る
と
長
い
年
月
よ
く
続
い
て

い
る
も
の
だ
と
自
分
自
ら
感
心
し
て
い
る
次
第

で
す
。

途
中
で
投
げ
出
さ
な
い
よ
う
に
一
層
努

力
し
て
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

同
げ
け
J
U
『
札
引

r
v
A引
H
1

ー
仙
引U
川
川
H
Uれ
円
円

-

H
ν
L
1
h

1
1
1

1
J
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桑
名
愛
石
会
第
一
記
回
水
石
展

趣
昧
教
養
部
門

(桑
名
愛
石
会

)

内
田
稔

桑
名
愛
石

会
の
第
担

回
水
石
展
を

叩
月
辺
日

(
土
)
、
お

日
(
日
)
の

2

日
間
、
く

わ
な
メ
デ

ィ

ア
ラ
イ
ヴ
多

目
的
ホ
l

ル

で
開
催
し
ま

す
。今

回
も
会

員
日
名
が

日
頃
、
地
元

の
員
弁
川
(
町
屋
川
)
を
中
心
に
三
重
県
、
東

海
三
県
、
全
国
の
河
川
で
採
石
し
た
水
石
を
却

石
程
展
示
し
ま
す

。

例
年
、
来
場
者
に
つ
い
て
は
、
開
催
案
内
は

が
き
発
送
と
愛
好
誌
月
刊
「
愛
石
」
及
び
新
聞

の
催
物
案
内
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
桑
名
市
民

の
方
は
も
と
よ
り
、
水
石
愛
好
団
体
と
し
東
海

三
県
、
遠
く
は
京
都
、
福
井
県
か
ら
と

3
0
0

名
程
の
方
に
来
場
頂
き
ま
す
。

水
石
は
河
川
な
ど
で
探
し
見
立
て
た
自
然
石

を
、
砂
を
し
い
た
水
盤
、
ま
た
は
石
に
合
わ
せ

て
作
っ
た
台
座
に
飾
り
山
水
景
情
の
世
界
を
演

出
し
ま
す
。

ま
た
、
出
品
者
は
作
品
に

「銘
」
を

付
け
て
い
ま
オ
の
で
、
山
水
景
石
や
姿
石
、
紋

様
石
を
見
て
自
然
の
風
物
詩
に
溶
け
こ
ん
で
ゆ

く
幽
玄
な
世
界
を
感
じ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

新
春
六
華
苑
祭
担
当

副
会

長
荒
木
敏

第
7

回
新
春
六
華
苑
祭
は
、
文
化
協
会
の
主

催
の
も
と
、
1

月
日
日
・
同
日
の

2

日
間
で
開

催
し
ま
し
た
。

出
演
団
体
は
、
美
術
部
門
・
芸

能
I

部
門
・
芸
能

E

部
門
・
茶
華
香
道
部
門
及

び
音
楽
部
門
の
却
団
体
・
3
0
0

名
余
の
出
演
・

展
示
に
よ
る
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

。

日
日
は
予
定
ど
お
り
開
催
し
ま
し
た
が
、
日

日
は
前
夜
か
ら
の
大

雪
で
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
。

自
宅
か
ら
車
を
出
す
の
が
精

一
杯
で
し
た
が
、

何
と
か
六
華
苑
に
た
ど
り
着
き
、
目
に
し
た
の

は
庭
園
の
素
晴
ら
し
い
雪
景
色
で
し
た

。

し
か

し
、

景
色
を
見
て
い
る
の
も

一
瞬
で
、
私
が
ま

ず
最
初
に
や
る
べ
き
こ
と
は
、
事
務
所
の
職

員

と
共
に
、
来
苑
者
・
出
演
者
の
足
元
の
安
全
確

保
の
た
め
の

雪
か
き
で
あ
り
ま
し
た

。
雪
か
き

を
し
な
が
ら
、
出
演
者
が
来
て
く
れ
る
の
か
ど

う
か
不
安
で
あ

り

ま
し
た
が
、
何
と
か
、
参
集

さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
よ
り
、
部
門
代
表
者
の
「
開

催
し
ま
し
ょ
う
。
」と
の
声
で
、
開
催
に
至
り

ま

し
た
。

第
1

回
か
ら
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
お
り
ま

す
が
、
ず
っ
と
穏
や
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
、
六

華
苑
の
正
月
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た

。

今
回

の
大
雪
に
よ
り
、
ハ
プ

ニ
ン
グ
続
き
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
私
と
し
て
は
、
出
演
者
の

六
華
苑
祭
に
か
け
る
意
気
込
み
を
強
く
感
じ
さ

せ
て
頂
い
た
一
日
で
し
た

。

第
8

回
は
、
平
成
担
年
1

月
日
日

-
M
日
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

良
い
天
気
の
中
で
の
開
催

を
願
い
、
多
く
の
来
苑
者
に
期
待
し
て
頂
け
る
内

容
で
お
迎
え
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

。

文
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こ
の
中
か
ら
3

部
門
の
方
々
に
活
動
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

音
楽
部
門
(
桑
名
ギ
タ
リ
ス
ト
倶
楽
部
)

近
藤
ナ
オ

桑
名
ギ
タ

リ
ス
ト
倶
楽

部
(
日
名
)

は
2
0
0
9

年
ロ
月
、
若

き
頃
桑
名
で

ギ
タ
l

に
熱

中
し
て
い
た

団
塊
世
代
が

中
、
い
に
な
り

発
足
。

つ
臼
ハ
リ

1
i
1
i

年
6

月
5

日

(
日
)
桑
名
市

民
会
館
(
小
ホ
l

ル
)
に
て
第
一
回
ギ
タ
l

コ

ン
サ
ー
ト
「
響
け
心
に

H
・」
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た

。

思
え
ば
桑
名
で
の
単
独
ギ
タ
l

コ
ン
サ
ー
ト

は
四
十
数
年
振
り
の
こ
と
で
、
当
初
は
演
奏
や

集
客
に
対
す
る
不
安
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
結

果
的
に
は
小
ホ
l

ル
3
0
0

席
は
超
満
員
と
な

り
メ
ン
バ
ー
の
モ
チ
ベ

l

シ
ヨ
ン
も

一
気
に
盛

り
上
が
り
、
独
奏
・
合
奏
と
も
想
い
を
込
め
て

演
奏
で
き
た
と
思
い
ま
す

。

桑
名
市
民
の
方
々
は
勿
論
の
こ
と
、
遠
く
は

名
古
屋
市
、
鈴
鹿
市
、
四
日
市
市
、
菰
野
町
な

ど
か
ら
も
多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た

。

こ

れ
は
ひ
と
え
に
マ
ス
コ
ミ
関
係
(
新
聞
社
・
フ

リ

1

ペ
ー
パ
ー
・
ケ
ー
ブ
ル

T
V
)
等
の
積
極

的
な
コ
ン
サ
ー
ト
の
告
知
や
様
々
な
団
体
様
(
桑

名
市
文
化
協
会
・
桑
名
市
教
育
委
員
会
・
他
)

か
ら
ご
後
援
を
い
た
だ
き
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ

等
を
多
数
目
に
触
れ
る
場
所
に
掲
示
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
し

た
。

関
係
各
位
の
皆
様
方
に
は
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す

。

当
倶
楽
部
は
地
域
社
会
の
音
楽
文
化
の
普
及
・

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
聴
く
人
と

演
奏
す
る
人
と
が
感
動
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
る
音
楽
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
月

に
開
催
さ
れ
ま
す
芸
術
文
化
祭
(
音
楽
の
フ
ル

コ
l

ス
)
に
初
め
て
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た

。

今
後
と
も
宜
し
く
ご
指
導
・
ご
鞭
撞
の
程
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す

。

奮
さ4
4
リ
給

一
一
号

、

五一回
美
術
部
門
(
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
)

藤
田
勝
代

平
成
二
十
三
年
四
月

二
十

一
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
、
桑
名
市
民
会
館
展
示
室
で
、
ち
ぎ
り

絵
サ
ー
ク
ル
三
十
五
回
記
念
展
を
開
催
し
ま
し

た
。

現
在
の
中
央
公
民
館
が
出
来
た
時
か
ら
の

サ
ー
ク
ル
で
、
発
足
よ
り

二
十
八
年
に
な
り
ま

す
。
一
年
目
か
ら
の
会
員
の
方
は
、
七
十
歳
代
、

八
十
歳
代
と
高
齢
の
方
が
多
く
、
作
品
が
集
ま

る
の
か
少
々
心
配
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
気
持
ち

は
何
十
歳
も
若
く
、
一
丸
と
な
っ
て
大
作
に
取

り
組
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
の
で
、
大
盛
況
の
中
、

無
事
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た

。

こ
れ
も
ひ
と

え
に
サ
ー
ク
ル
展
を
御
高
覧
下
さ
い
ま
し
た
皆

様
、
そ
し
て
、
会
員
の
方
々
の
御
協
力
あ
っ
て

の
事
と
、
心
よ
り
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

年
々
、

会
員
数
も
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
絵

の
具
に
は
な
い
和
紙
の
和
ら
か
い
、
温
か
い
風

合
い
を
、
沢
山
の
方
々
に
お
伝
え
す
る
事
で
、

(4 ) 



少
し
で
も
会
員
の
方
が
増
え
る
様
に
と
願
い
つ

つ
、
日
々
精
進
し
、
楽
し
い
和
や
か
な
サ
ー
ク

ル
と
し
て
続
け
ら
れ
る
様
に
願
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー

ク
ル
は
月

一
回
、
第

一
月
曜
日
に
中
央
公
民
館

で
聞
い
て
い
ま
す
。

見
学
者
大
歓
迎
で
す
。

第
言 lE2
I 回!

内需 奪

回す君
茂喜萎­

~ 耶

5

月

2
日
(
日
)
桑
名
市
民
会
館
大
ホ
l

ル

に
て
第
ロ
回
る
り
茂
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た

。

今
回
は
琴
の
宮
永
社
中
、
尺
八
・
荒
木
豊
山
氏
、

新
内
小
唄
・
平
田
耕
一
氏
に
演
奏
を
お
願
い
し

た
演
目
3

っ
と
ロ
ビ
ー
に
は
恒
例
と
な
り
ま
し

た
表
千
家
に
よ
る
茶
席
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
協

会
内
外
で
活
動
な
さ
っ
て
い
る
方
々
と
の
交
流

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
て
、
有
意
義
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

い
つ
も
で
す
と
、
会
場
入
口

や
ロ
ビ
ー
に
お
祝
と
し
て
頂
戴
し
ま
し
た
ス
タ

ン
ド
花
を
並
べ
る
の
で
す
が
、
会
主
か
ら
の
提

案
で
、
お
花
の
代
り
に
同
額
の
お
心
づ
か
い
を

頂
く
こ
と
に
し
、
集
ま
り
ま
し
た
全
額
を
東
日

本
大
震
災
の
義
援
金
と
し
て
中
日
新
聞
を
通
じ

て
寄
付
い
た
し
ま
し
た

。

賛
同
し
て
下
さ
っ
た

皆
様
に
感
謝
す
る
と
共
に
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
興
を
社
中

一
同
が
心
よ
り
祈
っ
て
お
り
ま

す
。華

道
家
一
死
池
坊

i

い
り
ば
な
を
伝
え
るi

茶
華
香
道
部
門木
(華
道
家
元
池
坊
)

下
賢
子

五
月
十
四
、
十
五
日
の

二
日
間
、
月
釜
に
合

わ
せ
て
華
道
展
を
開
催
致
し
ま
し
た

。

今
年
は

天
候
不
順
で
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
は

と
て
も
良
い
お
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
池
坊
の
伝
統
的
技
法
を
用
い
た

「
立
花
」
、
「
生
花
」
や
、
斬
新
な
技
法
を
取
り
入

れ
た
「
自
由
花
」
な
ど
を
展
示
し
、
様
々
な
世

代
の
方
に
い
け
ば
な
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

又
、
庭
園
で
は
、
多
度
雅
楽
会
の
皆
様
の
舞

楽
演
奏
会
も
あ
り
、
会
場
の
雰
囲
気
も
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

へ
き
さ

ん
に
ち
ろ

く

池
坊
は
歴
史
上
の
記
録
「
碧
山
日
録
」
に
"
花

せ
ん
け
い

の
名
手
“
と
し
て
池
坊
中
興
の
祖
「
専
慶
」
が

記
さ
れ
て
か
ら
、
来
年
で
五
五

O
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
時
に
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
や
記
念
行
事
に
今
後
も
積
極
的
に

参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
日
本
の
伝
統
文

化
で
あ
る
「
い
け
ば
な
」
に
触
れ
て
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

( 5 ) 

今
年
度
の
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
原
画
に
は
、

高
校
3

年
生
の
西
山
佳
那
さ
ん
が
市
長
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

m
回
目
の
節
目
に

相
応
し
く
、
桑
名
を
象
徴
す
る
題
材
を
切

り
絵
で
表
現
し
た
素
晴
う
し
い
作
品
で
す
。

佳
作
に
は
、
市
内
在
住
の
大
谷
典
子
さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

8

月
3

日
(
水
)
に
表
彰
式
を
行
い
、

教
育
長
と
水
谷
会
長
に
表
彰
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。



桑
4色

i 主管町

弱含
軍事A
S すも
電b

キu
修室》

多
度
町
の
北
東
部
に
七
郷
と
呼
ば
れ

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

東
に
捧
斐
川
、

や
ま
よ

け

西
に
山
除
川
・
多
度
川
で
固
ま
れ
、
川

の
中
州
(
輪
中
)
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

明
治
二
十

二
年
の
近
代
市

町
村
制
で
七
郷
輪
中
の
村
々
は
香
取
村

と
一
体
で
七
取
村
に
な
り
ま
し
た
。

現

在
の
多
度
北
地
区
に
相
当
し
ま
す

。

で
は
七
郷
の
語
源
は
と
い
う
と
、
合

併
時
の
村
名
で
み
る
と
、
上
之
郷
・
古

敷
・

福
永

・

東
平
賀
・
西
平
賀
の
五
カ

村
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
初
期
慶
長

元
和
年
間
二
六

0
0
年
代
初
め
)
に

上
之
郷
や
福
永
が
開
発
さ
れ
、
江
戸
中

期
に
は
輪
中
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
頃
に
上
之
郷
の
支
郷
と
し

て
の
花
買
と
内
母
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

加
え
て
七
郷
輪
中
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

内
母
は
、
内
母
神
社
に
そ
の
名
を
残

し
、
明
治
期
の
河
川
改
修
に
よ
り
現
在

の
香
取
の
地
に
移
り
ま
し
た
が
、
、
水
禄

年
間
(
一
五
五
八
1

九
O
)
の
兵
火
に

よ
り
社
記
が
焼
失
し
た
と
い
う
、
古
く

か
ら
の
神
社
で
す
。

十
月
に
行
わ
れ
る

内
母
神
社
の
石
取
祭
は
、
明
治
初
期
に

桑
名
市
街
の
中
古
祭
車
が
譲
ら
れ
た
こ

社
会
文
化
部
門

(
個
人
会
員
)

大
河
内

ご仕
Iロ

と
に
始
ま
っ
て
、
次
第
に
台
数
も
増
え
、

六
台
と
な
り
ま
し
た

。

そ
の
う
ち
上
之

郷
祭
車
は
、
俗
に
「
花
買
い
の
車
」
と

も
呼
ば
れ
、
桜
の
造
花
を
神
社
に
献
納

し
ま
す
が
、
こ
の
風
習
は
石
取
祭
車
で

祭
礼
を
行
う
よ
う
に
な
る
以
前
か
ら
の

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
七
郷
輪
中
一
円
と
香
取
地
区
で

行
わ
れ
る
内
母
神
社
の
石
取
祭
は
、
本

年
平
成
一
一
十
三
年
四
月
二
十
日
に
桑
名

市
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

10月初めの土日曜に行われる多度町での内母神社の石取祭

…t

賛
助
ゆ

た
卒

叩
て
お
り
ま
す

ム

b
l
i
-
-
J
'
Z
I
-

-

…

『
ハ特別
会
員
の
皆
様ゾ

(
五
十
音
順
)

9

月
1

日
現
在
…

日

医
療
法
人
誠
会
山
崎
病
院
様

H

H

お
菓
子
処
「
和
」
様

…

…
力
ネ
ソ
ウ
株
式
会
社
様

日

…
株
式
会
社
ケ
イ
デ
ィ

l

エ
ン
ジ
ニ
ア
様

H

H

株
式
会
社
山
王
鉄
工
所
様

…

日

株
式
会
社
東
和
様

…

…
株
式
会
社
水
省
精
機
工
作
所
様

日

…
株
式
会
社
レ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
桑
名
様

日

二
東
名
信
用
金
庫
様

H

H

在
日
本
大
韓
民
国
民
団
三
重
県
桑
名
支
部
様…

…
茶
道
具
山
水
園
様

日

日

中
央
不
動
産
株
式
会
社
様

H

H

辻
内
鋳
物
鉄
工
株
式
会
社
様

日

日

兎
月
堂
様

日

…
内
藤
株
式
会
社
様

H

H

花
新
江
場
中
店
様

H

H

花
乃
全
日
様

…

日
光
精
工
株
式
会
社
様

日

…
一
二
重
精
機
株
式
会
社
様

H

H

森
田
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
様

H

H

有
限
会
社
茶
茂
様

…

日
頃
の
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、

日

深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

到
園
出
国

天
慢
が
不
安
定
な
中
、
夏
休
み
セ
終

わ
り
各
ご
家
庭
セ
平
常
に
セ
ど
り
つ
つ

あ
る
か
と
思
い
ま
す

。

会
員
の
方
々
七
年
数
回
の
発
表
の
場

を
作
り
、
日
明
の
戚
黒
を
え
て
い
た
だ

こ
う
と
猛
暑
の
中
、
子
を
流
し
な
が
ら

一
生
懸
命
練
習
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す

。

日
々
壮
し
い
中
、
目
揮
を
好
っ
て
努

力
し
て
い
け
る
事
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す

。

す
民
の
皆
さ
ん
の
中
で
宵
か
し
て
み

よ
う
と
足
わ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
一
度
声
を
か
け
て
下

さ
い

。

比
白
ざ
ん
生
き
生
き
と
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す

。

ま
た
、
そ
の
戚
黒
を
発
表
さ
せ
て
い

た
だ
く
時
に
は
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
に

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

そ
し
て
、
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
ま
す

。

広
報
担
当
副
会
長

委
員
文
学
部
門

美
術
部
門

音
楽
部
門

芸
能
I

部
門

芸
能
E

部
門

芸
能
E
部
門

演
劇
部
門

社
会
文
化
部
門

茶
華
香
道
部
門

趣
味
教
養
部
門

(
が
一
勝
清
子
)

中
山
雅
幸

高
橋
フ
ク
ミ

松
井
勝

菅
原
真
治

渡
違
法
子

尾
崎
三
千
男

加
藤
清
子

相
原
千
景

大
河
内
浩

白
木
宗
弘

加
藤
誠

( 6 ) 


